
 

宇治田原町区長会、宇治田原町森林組合、宇治田原町商工会、宇治田原工業団地管理組合、 

株式会社宇治田原製茶場、協栄開発株式会社、ＪＡ京都やましろ宇治田原町支店、株式会社馬場義電気 

株式会社播磨園製茶、株式会社堀口新聞販売所、米田造園土木株式会社、株式会社山岡製作所 

※平成２３年１０月現在（敬称略・順不同） 

【日 時】平成 24 年 1 月 22日（日）午前 9 時 30 分～午後 1 時 

【場 所】維孝館中学校 調理室 

【参加定員】２０名 

【参 加 費】一人につき５００円 

【締め切り】平成 24 年 1 月 20日（金） 

【問合わせ】エコパートナーシップうじたわら事務局 

      宇治田原町役場建設・環境課 

      ＴＥＬ ０７７４－８８－６６３９ 

 

 

エコパートナーシップうじたわら自然・生活環境部会では、

平成２３年１１月１３日（日）に『自然環境体験ハイキング』

を開催しました。今回で９回目を迎えたハイキングは総勢２

２名の参加をいただき、南地域の歴史景観スポットを散策さ

れました。 

心地よい秋空の下、役場を出発した一行は、南地域を流れ

る符作川に沿って歩を進め、突如、山の中に現れた「龍王の

滝」の幻想的な美しさに魅了されておられました。その後、

田原祭りを構成する三社の一つである「御栗栖神社」で昼食

をとり境内にある樹齢千年以上とされる、ひときわ大きな神

木にまつわる逸話を阪本会長から聞きました。 

神社を後にした一行は、龍雲寺から上ノ山へと足を運び、

橙色に染まった柿の木を眺めながら、秋の深さを肌で感じ

ておられました。切林地域に入り昔の旅人が旅の途中、休

憩するために立ち寄ったとされ、今なお『わらじの神様』

として地元に崇められている「宝篋印塔」を経て、出発地

点である役場に帰着されました。 

今回のハイキングでは町内の名勝を巡り、それぞれの場

所の伝承に触れることで宇治田原の歴史を知るいい機会に

なったのではないでしょうか。 

 

 

 

エコパートナーシップうじたわら循環型社会・地球温暖化防止部会では『生ごみを出さない生活』、『自然食材

の活用』への取り組みとして恒例のエコクッキング教室を下記の日程にて開催いたします。 

今回のテーマは、“お正月食材の活用法”としてお餅、黒豆、古老柿などを利用した調理方法について、参加者

の皆様とアイデアを出し合いながら考えていきたいと思います。 

皆様のご参加お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              【春のエコクッキング教室の様子】 

次の方・団体から２３年度賛助会費をいただきました。誠にありがとうございました。 

      

ううじじたたわわららのの木木
もっ

くくんん      ～～茶文化の源 水・緑・生命の環を育む和みのまち～～ 
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平成 24 年 1 月 14 日（土）やさしい文化財のお話しと早春の食べ物 

関西電力は電力不足が見込まれる今冬に前年同月の使用最大電力と比べて１０％以

上の節電を全ての利用者に要請しています。期間は１２月１９日から来年３月２３日

まで（１２月２８日～１月４日は除く）の平日の午前９時～午後９時となります。 

特に家庭においては、暖房などで使用量が増える午後６時～午後９時の間の節電を

強く求められています。約３ケ月間にわたる節電で、経済や生活への影響は避けられ

ず、我々住民はより厳しい冬を迎えることになりそうです。 

具体的な節電方法については、エアコン設定を２℃下げて２０℃にする（７％削減）、

不要な照明を消す（４％削減）、冷蔵庫の設定を「弱」にする（１％削減）、テレビを省エネモードにする（２％

削減）などがあります。また、１２月から各家庭の毎月の電気使用量を知らせる検針票に、前年同月の使用量や当

月の削減率を記載し節電のサービスも開始されます。需給見通しを知らせる電気予報は１２月１日から公表。電力

使用率が９７％を超えて需給が逼迫する場合は、利用者の携帯電話などにメールなどでお知らせするサービスも始

められる予定です。冬はまじかに迫っています。今一度、節電について考えてみたいものです。 

  

 

１１月２０日(日)に銘城台自治会館で開催された環境学習会

にエコパートナーシップうじたわらから芦原副会長を出前講師

として派遣しました。『なぜ、今エコライフが必要なのか』『住

みやすい地球を作るために、私たちができること』『具体的な

エコライフの実践』『エコライフ診断』などのテーマについて

参加いただいた方々は熱心に耳を傾けておられました 

今後もエコパートナーシップうじたわらでは、各地域やグル

ープでエコライフなどの学習会等をもたれる機会がございまし

たら出前講師を派遣させていただきます。 

詳しくは事務局【役場 建設・環境課】まで（℡0774-88-6639） 

 

 

 

１０月２３日（日）に、くつわ池自然公園で毎年恒例の自然環

境体験学習会『ゼロ予算事業 どんぐりの森づくり』が開催され

ました。約３０名の参加者たちは、一年間かけて育てたどんぐり

の苗木をそれぞれ持ち寄り山に植樹された後、来年用に育てるど

んぐりの実をプランターへと植える作業を行いました。 

今後も下記体験学習が開催されますので、ご家族でご参加くだ

さい。詳しくは町教育課まで（℡0774-88-5850） 

 

 

☆エコパートナーシップうじたわら入会のご案内★ 

◆会員の区分 

  ・個人会員＝町内にお住まいか、町内の事業所にお勤めで環境に関心のある人 

  ・団体会員＝町内で活動する団体及び法人 

  ・賛助会員＝本会の趣旨に賛同し、活動を支援する個人・団体及び法人 

◆会 費 

  ・個人会員・団体会員については、無料です。 

  ・賛助会員については、活動支援金として年額１口 5,000 円の会費を募ります。 

◆入会の方法 

  ・入会申込書に必要事項を記入し、事務局に申し込んでください。 

◆部 会 

  ・広報部会･･･会報誌の発行、活動報告書の作成、イベント等の啓発 

  ・自然・生活環境部会･･･河川や動植物の学習会、自然環境体験ハイキング開催 

  ・循環型社会・地球温暖化防止部会･･･生ごみ処理機の普及啓発、環境家計簿の普及等 

応募先・お問い合わせ先：エコパートナーシップうじたわら事務局 （宇治田原町建設・環境課内）            

〒６１０－０２８９ 京都府綴喜郡宇治田原町大字荒木小字西出１０ 

TEL ０７７４－８８－６６３９ FAX ０７７４－８８－３２３１ 

E メール：junkan@town.ujitawara.kyoto.jp 

茶文化の源 水・緑・生命の環
わ

を育む和みのまち 宇治田原 
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